
高校無償化に伴う授業料の県独自支援について 
 

高校教育課 

 

１ 概要 

〇令和７年度より国の高校無償化が始まり、これまで授業料を納付していた世帯年収約 910 万円

以上の生徒についても、授業料が無償化された。（授業料相当額は国が全額支援） 

〇しかし、国の補助制度（高校生等臨時支援金）において、「単位制の定時制課程」及び「通信制

課程」の生徒については、保護者の収入や登録する単位数によっては、授業料の納付が必要とな

るため、国の支援の対象外となった生徒について、県独自に支援する。 

 

２ 県立高校の授業料（長野県高等学校授業料等徴収条例） 

区分 金額 

全日制課程 年額 118,800円  

定時制課程 
単位制課程以外 年額  32,400円  

単位制課程 1単位 1,620円  

通信制課程 1単位 220円  

 

３ 国の補助制度（単位制授業料）の内容 

保護者の収入によって、補助対象となる単位数の上限が異なっており、世帯年収約 910万円以上

の生徒が、「18単位」を超える単位を登録した場合は、授業料の納付が必要となる。 

→ 家庭の経済状況によって支援内容に差が生じている状況 

 

 【国の補助制度の単価及び支給限度単位数】 

 定時制 通信制 

世帯年収約 910万円以上の生徒への支援 

（高校生等臨時支援金） 

1,620円/単位 

※年間 18単位まで 

220円/単位 

※年間 18単位まで 

世帯年収約 910万円未満の生徒への支援 

（高等学校等就学支援金） 

1,620円/単位 

※年間 30単位まで 

220円/単位 

※年間 30単位まで 

 

４ 県独自支援の内容 

世帯年収約 910万円以上の生徒が、「18単位」を超える単位を登録した場合は、「30単位」を上限

に授業料相当額を支援する。（※30単位以上履修登録している者は０人（令和７年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 影響額等 

1,515千円（定時制 1,308千円（113人）、通信制 207千円（161人）） 

☚授業料の一部が国の支援の対象外とな

る場合があるため、県独自に支援を実施 

☚R7 年度より全生徒が無償化済み 

通信制
定時制

全日制
単位制単位制以外

220円/単位
～18単位

1,620円/単位
～18単位

32,400円/年118,800円/年
220円/単位

19単位～30単位
1,620円/単位

19単位～30単位

この部分が国の支援の対象外であるため、県独自に支援を行う。

高校生等臨時支援金
（※令和８年度からの無償化の先行措置）

高等学校等就学支援金
（※令和６年度以前から既に無償化済み）

世帯年収 約910万円未満 世帯年収 約910万円以上


